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よると、平成 25 年度は、13,043 園で、平成 24 年度は
13,170 園と127 園の減少傾向にある。利用者数は、平





書」（7）によると、平成 25 年度は、24,043 所で、平成
24 年度は 23,685 所と358 所の増加傾向にある。入所
者数は、平成 25 年度 2,219,634 人で、平成 24 年度









本務者）では平成 25 年度 111,111 人で、平成 24 年
度は 110,836 人で 275 人の増加傾向にある。（9）一方、
保育所（保育所常勤保育士）では、平成 25 年度






































































般教養科目」（一種免許 8 単位・二種免許 8 単位）、「教
科に関する科目」（一種免許 6 単位・二種免許 4 単位）、
「教職に関する科目」（一種免許 35 単位・二種免許
27 単位）、「教科又は教職に関する科目」（一種免許
10 単位・二種免許 0 単位）、「その他各大学設定科目」
（一種免許 65 単位以上・二種免許 23 単位以上）が
表 1　養成校シラバス比較
養成校 名　称 単位数 履修学年 開講期間 履修形態
情報処理Ⅰ　 2 単位 1 年 前期・後期 選択必修
Ａ 情報処理Ⅱ 2 単位 1･2･3 年 前期・後期 （Ⅰ又はⅡの選択必修）
情報処理Ⅲ 2 単位 1･2･3 年 前期・後期 ※ 1幼免必修　※ 2卒業必修
Ｂ 教育方法Ⅱ（情報機器の操作） 2 単位 1 年 後期 必修　卒業必修
Ｃ 情報リテラシー 2 単位 1 年 後期 必修　幼免必修
情報処理演習Ⅰ 1 単位 1 年 前期 選択必修
Ｄ 情報処理演習Ⅱ 1 単位 1 年 後期 （Ⅰ･Ⅱの選択必修）
情報処理演習Ⅲ 1 単位 2 年 後期 幼免必修
Ｅ 情報処理 2 単位 1 年 前期 選択　幼免必修
Ｆ 教育情報学 1 単位 1 年 ･2 年 後期 ･ 前期 選択　幼免必修





必修　卒業必修情報基礎演習Ⅱ 1 単位 後期
Ⅰ
情報機器操作入門 1 単位 1 年 前期 選択必修　幼免必修
情報機器操作応用 1 単位 2 年 後期 1･2 年履修
Ｊ パソコン基礎 2 単位 1 年 前期・後期 選択　幼免必修
Ｋ 情報機器の操作 2 単位 1 年 後期 選択　幼免必修
Ｌ 情報処理演習 2 単位 2 年 通年 選択　幼免必修
Ｍ 情報機器の操作 2 単位 1 年 後期 選択　幼免必修
Ｎ 情報機器の操作 2 単位 1 年 前期 必修　卒業必修










であり、分割履修している養成校は、前期 1 単位 ･ 後








なるが、1 年次に履修 11 校（78.6％） 、1･2 年継続履







なるが、1 年前期の開講 2 校（14.3％）、1 年後期の開
講 4 校（28.6％）、1 年前 ･ 後期の通年開講 5 校（35.7％）、






























基づき、「表 2 養成校シラバス比較①～④」、「表 3 指
導項目の内容比率」に示す通り、大別すると次の 13 項
目に分類することができる。　①「ガイダンス」（11 時
間 5.2％）、②「コンピュ ターの基礎」（12 時間 5.7％）（以
下「PC の基礎」）、③「タッチタイピング」（4.5 時間 2.1％）、
④「インター ネット」（7.5 時間 3.6％） 、⑤「ワープロ」（68
時間 32.4％）、⑥「表計算」（38 時間 18.1％）、⑦「プ
レゼンテーション」（31.5 時間 15.0％）、⑧「画像処理」
（5.5 時間 2.6％）、⑨「Web 作成」（10 時間 4.8％）、
⑩「マルチメディア」（4 時間 1.9％）、⑪「デジタルカメラ」
（0 時間 0.0％）、⑫「情報倫理」（6.5 時間 3.1％）、⑬「そ






























































定されている。その授業時間は 1 時間（6 校 42.9％）
～ 2 時間（4 校 28.6％）の授業時間となっている。そ
の授業内容は、「コンピュ ターの基礎知識」が中心で、




る養成校は 3 校（21.4％）のみであり、その中で 1 校
では「タッチタイピング」に 3 時間を充てている。他の














成校は 5 校（35.7％）であり、その中の 1 校では「画









中で 1 校では「Web 作成」に 5 時間を充てており、2


















成校は、半数の 7 校（50.0％）であり、その中で 2 校
（14.3％）では「情報倫理」に 2 時間を充てている。




























処理Ⅰ」（1 年の前期 ･ 後期）、「情報処理Ⅱ」（1･2･3
























後期）の 3 科目から2 科目（各 1 単位合計 2 単位）
の選択必修となっており、ほとんどの学生は、「情報処
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ている。1 年の前期は、6 時間の「ワープロ」、5 時間
の「表計算」などを中心に指導内容が設定されている。
そして 2 年の後期は、8 時間の「プレゼンテーション」、
2 時間の「情報倫理」などを中心に指導内容が設定さ




























































































1 年の前期に 11 時間の「ワープロ」、1 時間の「PC
の基礎」、1 時間の「情報倫理」を中心に指導内容が




















　Ｄ養成校では、レポ トー（20 ～ 30％）、試験（70 ～
80％）で評価をしている。

























01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 総合
平均Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ
① ガイダンス 6.7 6.7 6.7 3.3 6.7 0.0 3.3 3.3 3.3 6.7 6.7 6.7 6.7 6.7 5.2
② コンピュー タの基礎 13.3 6.7 13.3 3.3 6.7 0.0 6.7 0.0 0.0 0.0 6.7 3.3 6.7 13.3 5.7
③ タッチタイピング 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.3 0.0 20.0 0.0 0.0 0.0 6.7 2.1
④ インター ネット （メー ルなど） 13.3 13.3 0.0 0.0 0.0 6.7 3.3 0.0 0.0 0.0 6.7 0.0 6.7 0.0 3.6
⑤ ワー プロ（Word） 40.0 20.0 33.3 36.7 20.0 33.3 23.3 43.3 33.3 53.3 20.0 50.0 20.0 26.7 32.4
⑥ 表計算（Excel） 0.0 13.3 20.0 46.7 26.7 0.0 13.3 33.3 16.7 13.3 20.0 23.3 20.0 6.7 18.1
⑦ プレゼン（PowerPoint） 26.7 6.7 20.0 0.0 26.7 6.7 33.3 13.3 26.7 0.0 20.0 10.0 20.0 0.0 15.0
⑧ 画像処理（Paint） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.3 0.0 0.0 6.7 6.7 0.0 6.7 13.3 2.6
⑨ Web作成 0.0 6.7 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 13.3 0.0 13.3 0.0 4.8
⑩ マルチメディア（CD作成等） 0.0 6.7 0.0 0.0 6.7 6.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 6.7 1.9
⑪ デジタルカメラ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
⑫ 情報倫理 0.0 6.7 6.7 3.3 6.7 6.7 6.7 0.0 6.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.1
⑬ その他 0.0 13.3 0.0 6.7 0.0 6.7 6.7 3.3 13.3 0.0 0.0 6.7 0.0 20.0 5.5
―　　―76























る養成校は 2 校（14.3％）、課題レポ トーを実施してい
る養成校は 13 校（92.9％）、プレゼンテーションを実施
している養成校は 3 校（21.4％）、そして平常点（出欠











01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 平均
（%）Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ
試　験 0 30 0 70 0 25 0 50 0 50 0 50 0 0 19.6
小テスト 0 0 0 0 0 20 20 0 0 0 0 0 0 0 2.9
課題レポ トー（提出物） 60 40 60 30 40 25 70 0 60 50 100 50 100 100 56.1
プレゼンテ シーョン（発表） 0 0 10 0 30 20 0 0 0 0 0 0 0 0 4.3
平常点（出欠･授業態度） 40 30 30 0 30 10 10 50 40 0 0 0 0 0 17.1









































































































































































































（教育科学）第 14 第 3 号 平成 20 年 2 月）































望者を対象に行っている。平成 20 年度では9,846 
園（幼稚園の 72.5％）で実施されており、78,664
人が利用していた。実施している幼稚園のうち、
週 5 日以上実施している幼稚園が 85.3％を占め、
終了時間は午後 5 ～ 6 時が最も多かった。また、
5 割を超える幼稚園が夏季、冬季及び春季の休
業日においても実施していた。」




（8） 厚生労働省：報道発表資料（ 2013 年 9 月「 保
育所関連状況取りまとめ（平成 25 年 4 月1日）」

























































































11 年 3 月告 示、14 年 5 月、15 年 4 月、15 年






（教育科学）第 14 第 3 号 平成 20 年 2 月） 
（21）新谷公朗他：「幼児教育学科学生のための情報
教育カリキュラム「デジタル紙芝居」の実践」（社
団法人 私立大学情報教育協会 論文誌 情報教
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第 3 号 平成 20 年 2 月）
